
1 

 

 

平成２７年台湾青森りんご友の会情報交換会概要 

 

１ 日 時 平成 2７年 12 月１７日（木）午後３時～午後５時 

２ 場 所 王朝大酒家（台北市松山区敦化北路１００号） 

３ 出席者 台湾側：１８社・団体２９名、日本側：３４名、合計６３名 

  （出席者名簿：別紙） 

４ 内容 

（１）あいさつ 

①一般社団法人青森県りんご対策協議会 会長 加川雅人 

 
 

台湾青森りんご友の会情報交換会を開催したところ、お忙しい中を出席してい

ただきお礼申し上げるとともに、平素から青森りんごの販売にご尽力をいただき

ありがとうございます。 

昨年の台湾向けりんごは２００７年に次ぐ２万３千トン以上の輸出となりまし

た。これは本日出席をいただいている皆様のご協力の賜物であると思う。重ねて

感謝申し上げる。 

本日は青森県から生産者の代表も多数出席している。それぞれの立場から忌憚

のないご意見をいただき、本日の会議が活発な会議となることを希望して、挨拶

とします。 

 

 

②全青股份有限公司総経理 陳 清福 

本日は台湾側を代表してこの場で挨拶できることを大変光栄に思う。本日は青

森県政府、りんご対策協議会、りんご輸出協会の皆さんが台湾に来られたことを

歓迎します。台湾側からも農業委員会の蔡さんが出席していることを報告します。

また、台湾の貿易会社、仲卸会社が出席してこの場で熱い議論を交わすことがで

きるのは大変良いことだと思っている。ここで議論したことが今後の良い商売に

つながることを期待している。皆さん本当にありがとう。 
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（２）2015 年産りんごの生産状況と台湾への輸出について 

  青森りんごの生産状況については、青森県りんご果樹課鳴海課長から、台湾へ

の輸出拡大に向けた取り組みついては、青森県国際経済課三上課長から、更に台

湾における青森りんごの消費宣伝についてりんご対策協議会の高澤事務局長よ

り、それぞれ資料に沿って説明がなされた。（別添資料 1 から３参照） 

 

 （鳴海りんご果樹課長） 
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 （三上国際経済課長） 

 

 
(高澤りん対協事務局長) 

 

資料説明に出てくる、販促グッズ（エプロン、ポスター）及びＤＶＤが、会議の席 

上台湾側代表の全青股份有限公司の陳総経理にりん対協加川会長とミスりんご平沼 

さんから贈呈された。 
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（３）情報交換 

【情勢報告】 

＜馥農企業股份有限公司 李 高林＞ 

 本日は青森からはるばるお越しいただきありがとうございます。青森のりんごの

状況を詳しく説明していただき、良く理解できました。 

ここ何年か続けてりんご対策協議会と県政府のキャンペーンのおかげで、台湾の

消費者はサンふじは蜜入りのりんご、有袋ふじは長持ちする良いりんごだという認

識が広まってきた。 

今年の状況を申し上げると、サンふじで傷物の混入が多少あった。去年より単価

が高いのに傷物の割合が高くなっている。12 月は例年消費が動く時期ではないの

で、高単価になってくると品物が動かなくなってくる。このまま高い状態が続くと

今後の販売が懸念される状況になっている。他国のふじに置き換わる懸念もある。

今後仲卸に対してもっと販売対策を強化するよう皆さんと協議して、これからを乗

り切っていく必要がある。 
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＜台北市青果進口承銷協会 張 澤＞ 

 毎年この情報交換会に参加しており、青森りんごを理解しながら販売できて良い

ことだと思っている。りんご対策協議会のＰＲ対策の中で、台湾のマスコミ関係者

を青森に招待しているが、もっと大事なのは販売の最前線に居る我々を青森に呼ぶ

ことではないか。青森に呼んでもらって実際にりんごを見ながら説明を受ければ、

もっと販売に力が入る。 

仲卸業者から見て理解できないのは、規格が特選となっていても実際は良いもの

も悪いものも、傷物も入っている。これをどう理解すればよいか疑問に思っている。 

 
 

 

→＜丹代専務＞ 

 特選が色々あるのは、一部取引先からの要請もあって付けている例もある。 

 仲卸等の産地招へいはこれまで 30 名を呼んでいる。いっぺんには無理だがこれか

らも継続していく。 

→＜棟方全農部長＞ 

長い取引の中での絆に基づいて、取引先からの要請に応えて表示している。 

過去にも同様の要請があって、各産地の目あわせを行って、皆さんに迷惑をかけ

ない商品を提供するように努力している。 

 

【総合討議】 

メインテーマ 

○最近の青森りんごの輸入販売動向と果物消費を取り巻く状況 

○青森りんごを拡大する方策について 

○有効な消費宣伝について 

 

＜全青股份有限公司 陳 清福＞ 

傷物と上実を分けて、きちんと表示しながら販売してほしい。混ぜてしまうとブ 

ランドに対する信頼感がなくなってしまう。 

→＜通訳鈴木＞この問題は大事だから、日本側台湾側それぞれ持ち帰って協議して

ほしい。傷物には特選の表示をしないなどの共通認識を持つ必要がある。 
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＜三貴水果行 周 三貴＞ 

 今年のミスりんごは綺麗だ、等身大のパネルがあると良い宣伝になるので、是非

作ってほしい。 

→＜りん対協加川会長＞考えておく。 

 

＜台北市青果進口承銷協会 陳 信智＞ 

 スマホを活用してＱＲコードなどで、りんごの生産履歴や健康効果などの情報発

信をしてほしい。 

 
 

→＜りんご果樹課藤森総括主幹＞ 

 昨年、台中でＱＲコードの実験事業を実施した。 

 皆さんの意見を産地に伝えて今後の対応を検討していきたい。 

 

＜行政院農業委員会 蔡 淳瑩＞ 

 
 Ｕコードは台湾でも 7 年前からマンゴーなどで実施している。 

 農家のコードで生産履歴が出てくる。 

 国で力を入れている。 
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 台湾の南部は甘い果実が好きだ。仕向け品種など販売戦略を考えるとまだまだ販

売が伸びるのではないか。 

 

＜台北市青果進口承銷協会 張 澤＞ 

 全体的な生産量は、説明では多くあって、為替も変動がないのに、なぜ販売単価

が上がっているのか。 

→＜丹代専務＞10 月の強風で傷果が多く発生した。その結果良品物が減ってしまっ

たので単価が上昇した。チャレンジャーからも被害の状況を報告してほしい。 

→＜チャレンジャー桜庭＞ 

 自分のリンゴ園の被害状況：1 回目で１５％落果。傷果が 5 割あった。 

→＜チャレンジャー成田＞ 

 岩木山麓に園地がある。7 割が傷果だった。 

 

＜チャレンジャー森山＞ 

 自作の農場管理システムを開発した。どう思うか評価を聞きたい。 

→＜鈴木＞私も見たことがあるが、台湾の人にもっと見てもらって評価してもらえ

ば良いと思う。 

 

＜チャレンジャー斉藤＞ 

 台湾側の品種の希望を聞きたい。 

 主力のサンふじ、ふじ、とき、群馬名月など以外で品種、色，味の希望を。 

 

＜新隆水果行 林 志信＞ 

 今年の青森りんごは客の反応がいまいちである。 

 毎年青森に行っているが、農家の高齢化や包装資材の高騰など十分に理解してい

る。良いものが高くなるのは仕方ないが、選果場ごとに選果基準にばらつきがある

ので、台湾のお客さんに販売しづらい。何とか改善してほしい。 

 12 月までは一般家庭用に需要がある。玉サイズで３６，４０，４６が必要になっ

ている。1 月になると大玉の３２以上がほしくなってくるので、その辺の調整をし

てほしい。販売時期とサイズのマッチングが上手くいくともっと販売しやすくなる。 
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＜座長：丹代金一＞ 

 色々なご意見をいただきありがとうございました。予定した時間となりましたの

で、意見交換を閉じさせていただきます。皆さんご苦労様でした。 

 

 

以上（座長：青森県りんご対策協議会・青森県りんご輸出協会専務理事 丹代金一  

総合司会：青森県りんご輸出協会 事務局長 深澤 守） 
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資料１    ２０１５年産りんごの生産状況について 

 

１ りんごの生育ステージ 

  ３月下旬以降、気温が高めに推移したことから、りんごの開花日は平年より９

日早まりました。 

  表１ りんごの生育ステージ             りんご研究所（黒石市） 

品 種 年 次 発芽日 開花日 満開日 落花日 
 本 年 3月30日 4月29日 5月 2日 5月 5日 

ふ じ 平 年 4月 9日 5月 8日 5月14日 5月18日 

 平年差 早 10日 早  9日 早 12日 早 13日 
 本 年 3月30日 4月29日 5月 2日 5月 7日 

つがる 平 年 4月 8日 5月 8日 5月13日 5月18日 

 平年差 早  9日 早  9日 早 11日 早 11日 
 本 年 3月28日 4月28日 5月 1日 5月 5日 

ジョナゴールド 平 年 4月 6日 5月 7日 5月13日 5月17日 

 平年差 早  9日 早  9日 早 12日 早 12日 
 本 年 3月29日 4月27日 5月 1日 5月 3日 

王 林 平 年 4月 8日 5月 6日 5月12日 5月16日 

 平年差 早 10日 早  9日 早 11日 早 13日 

注）平年値：1991 年から 2010 年までの 20 か年平均。 

 

 

２ 果実の肥大状況 

開花が平年より早く、その後も天候に恵まれたため、初期肥大は平年を大幅に

上回りましたが、８月下旬ころから低温ぎみで推移したため、「無袋ふじ」の 

１１月１日の調査では、横径の平年比が１０１％とほぼ平年並みとなっています。 

 

  表２ りんご果実肥大経過（横径）                りんご研究所（黒石市） 
品 種 

 

調査日 

 

本 年 

（cm） 

平 年 

（cm） 

前 年 

（cm） 

平年比 

（％） 

前年比 

（％） 

ふ じ 11月 1日 8.9 8.8 9.0 101  99 

つがる  9月11日 9.1 8.7 8.8 105 103 

ジョナゴールド 10月21日 9.6 9.3 9.7 103  99 

注）平年値：1991 年～2010 年の 20 か年平均。 

ただし‘ふじ’及び‘ジョナゴールド’は 1991 年を除く 19 か年平均。 
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３ ２０１５年産りんごの予想収穫量 

２０１５年産りんごは、開花期間中好天であったことから結実量が多く、十分

な着果量となっており、果実肥大は、ほぼ平年並みとなっています。 

２０１５年産りんごの予想収穫量は、前年収穫量を６,６００トン上回る４７万

４,６００トンが見込まれています。 

 

  表３ ２０１５年産りんごの予想収穫量（２０１５年８月１日現在） 

 

品   種 

結果樹面積 

（ha） 

予想収穫量 

（ｔ） 

前年収穫量 

（ｔ） 

前年収穫量 

との差(ｔ) 

前年対比 

(％) 

つ が る 

ｼﾞｮﾅｺﾞｰﾙﾄﾞ 

王   林 

ふ   じ 

そ の 他 

2,290 

     2,040 

     2,170 

     9,660 

     3,840 

48,100 

49,000 

47,700 

241,500 

  88,300 

50,600 

45,700 

47,100 

235,500 

  89,100 

 -2,500 

+3,300 

+600 

+6,000 

-800 

 95 

107 

101 

103 

 99 

  計      20,000 474,600 468,000 +6,600 101 

注）１ 結果樹面積は、県りんご果樹課推定値 

２ 前年収穫量は、国公表の実績値 

    ３ 前年対比は、前年収穫量に対する比率 

 

４ 病害虫の発生状況等 

病害虫の発生は、全般に少ない状況です。 

台湾向け輸出りんごについては、選果こん包登録施設事業者に対し、モモシン

クイガ被害果実の排除の徹底等に関する研修会を開催したほか、台湾の農薬残留

基準値の設定状況について、県ホームページへ掲載し、広く周知に努めています。 

 

５ ２０１５年産りんごの品質 

  ２０１５年の果実は、各品種とも平年並みから平年を上回った大きさとなって

います。１０月上旬の台風や強風による樹上損傷被害が一部にありましたが、生

育期間中概ね天候に恵まれたことなどから、果実品質は糖度が高く、着色も良く、

良好な仕上がりとなりました。 
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資料２  台湾へのりんご輸出拡大に向けた青森県の取組について 
 

１ 輸出の現状と目標 

  青森県では、青森りんごの輸出目標数量３万トンを掲げて、台湾をはじめとす

る東アジアや経済成長著しい東南アジアを主なターゲットに輸出拡大に取り組ん

でいます。 

  その中で最も重要な輸出先に位置づけているのが台湾であり、全輸出量の約８

割が台湾向けとなっています。 

 

（１）台湾へのりんご輸出目標と実績 

年産 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 

全体数量 

(ﾄﾝ) 
25,497 22,256 23,867 17,940 9,867 14,898 19,889 30,115 

台湾向け

数量(ﾄﾝ) 
23,878 20,498 21,656 15,912 8,459 13,214 16,561 23,417 

割合（％） 93.6 92.1 90.7 88.7 85.7 88.7 83.3 77.8 

    

台湾がＷＴＯに加盟した２００２年以降、台湾へのりんごの輸出は順調に伸び、

 ２００６年産から２００９年産までの４年間は、連続して２万トンを超えま

した。 

   しかし､２０１０年産以降は､世界的な景気後退や記録的な円高等により減少

し、特に、 ２０１１年産では不作に伴う産地価格の高騰もあって激減しまし

た。 

それ以降、台湾の販売関係者の皆様の御協力により徐々に回復し、２０１４

年産は、２００７年産に次ぐ２万３，４１７トンとなりました。 

 

（２）今年産りんごの台湾への輸出希望数量 

２０１５年産輸出希望数量 ３万トン以上 

    ２０１５年産のりんごは、前年を６，６００トン上回る４７万４，６００ト

ンの収穫量が見込まれており、十分な生産量を確保できる見通しです。青森県

では、今後の生産管理に万全を期して、高品質・良食味なりんごを皆様に供給

したいと考えています。 

   本年産の輸出量が３万トン以上になるよう御協力をお願いします。 

   

＜品種別希望割合＞ 

品 種 サンふじ ふ じ ト キ 王 林 世界一 その他 

割 合 ５０％ ３０％ ５％ ５％ ５％ ５％ 



12 

 

   本年産も「ふじ」を中心にしながら、「トキ」や「王林」など黄色りんごも

一定量輸出したいと考えています。 

 

２ 台湾への輸出対策 

  台湾の皆様に安全・安心、高品質で美味しい青森りんごを提供するため、青森

県では関係者一同力を合わせて次の対策に取り組んでいます。 

 

（１）生産・流通対策 

  ①農薬の適正使用により、病害虫の防除を徹底します。 

  ②黄色品種については「カラーチャート」の利用による適期収穫を徹底します。 

 

（２）輸出拡大対策 

  ①りんご生産者等の輸出を目指したりんご生産への意識を高め､高品質で良食

味な生産により青森りんごの競争力を強化します。 

②台湾のりんご販売関係者の産地招へいや産地情報の提供により、台湾側関係

者との信頼関係を強化します。 

 

 

 

 

 

実施時期 内 容 

2015 年 10 月 

〇台湾販売関係者の産地招へい 

  県りんご輸出協会が設立した「台湾青森りんご友の会」の会員

である台湾の輸入業者等を招へいし、産地視察や関係者・生産者

との意見交換会を実施 

2015 年 12 月 

〇台湾での販売状況調査・意見交換会 

生産者・農協等が台湾における店頭販売や市場調査を通じて

販売状況を把握するとともに、台湾の販売関係者との意見交換

会を実施 

〇知事トップセールス 

 青森りんごキャンペーンにおける台湾のスーパーマーケット

等での試食宣伝販売や台北国際マラソン等でのＰＲ 

2016 年 2 月 

〇輸出対策の検討 

  台湾における販売状況調査や意見交換会の結果を踏まえ、今後

の輸出対策を検討 

2015 年 9 月 

～ 

2016 年 3 月 

〇産地情報の発信 

「台湾青森りんご友の会」の会員である輸入業者等を通じて、

台湾の販売関係者にメールマガジン等により産地情報を提供 
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27 年 12 月台湾青森りんご友の会情報交換会出席者名簿 

台湾側 

公 司 名 参加者名 情報交換会出席 懇親会出席 

行政院農業委員会 

国際處國際行銷科 

蔡 淳瑩 

農産物輸出担当 

○    ○ 

全青股份有限公司 陳 清福 ○ ○ 

全青股份有限公司 黄 蕙晶 ○ ○ 

全青股份有限公司 濱野 正雄 ○ ○ 

馥農企業股份有限公司 李 高林 ○ ○ 

馥農企業股份有限公司 李 婉諭 ○ ○ 

日盈國際有限公司 黄 文博 ○ ○ 

和新生鮮有限公司 紀 奕成 ○ ○ 

益果興業股份有限公司 薜 旭宏 ○ ○ 

勝程実業有限公司 鄭 竣竹 ○ ○ 

勝程実業有限公司 王 志浤 ○ ○ 

兆勝貿易有限公司 陳 瑞芳 ○ ○ 

至誠鮮果貿易有限公司 鄭 訓宗 ○ ○ 

至誠鮮果貿易有限公司 頼 峻邑 ○ ○ 

日商日航輝貿食品有限公司 陳 澤宇 ○ ○ 

台湾新果国際有限公司 荘 啓進 ○ ○ 

台湾新果国際有限公司 陳 雅琪 ○ ○ 

台灣瓦克國際(股)公司 李 昭志 ○ ○ 

台北市青果進口承銷協会 

吉豐水果行 

張 譯 ○ ○ 

台北市青果進口承銷協会 

南豐水果行 

陳 信智 ○ ○ 

台北市青果進口承銷協会 

尚青水果行 

黄 瑞昆 ○ ○ 

新隆水果行  林 志信 ○ ○ 

元永昌水果行  簡 国棟 ○ ○ 

元永昌水果行  簡 永豊 ○ ○ 

元永昌水果行  簡 名謙 ○ ○ 

祥發水果行  黄 義雄 ○ ○ 

三貴水果行  周 宏遠 ○ ○ 

三貴水果行  李 煜宋 ○ ○ 

得利水果行  鄒 志強 ○ ○ 

合 計  ２９名 ２９名 

 

  



2 

 

日本側 

所  属 職  名 氏  名 懇親会出席 

青森県農林水産部 部長 成田 博 ○懇親会から 

青森県農林水産部りんご果樹課 課長 鳴海 和人 ○ 

青森県農林水産部りんご果樹課 総括主幹 藤森 洋貴 ○ 

青森県農林水産部りんご果樹課 主幹 間山 三紀夫  

青森県国際戦略局国際経済課 課長 三上 洋輝 ○ 

青森県国際戦略局国際経済課 総括主幹 長内 昌彦  

青森県国際戦略局国際経済課 主幹 佐藤 新吾 ○ 

青森県国際戦略局国際経済課 主事 一戸 学  

東青地域県民局 主幹 白川 真美子  

全国農業協同組合青森県本部 りんご部長 棟方 清治 ○ 

青森りんごＴＳ導入協議会 会長 成田 一義 ○ 

津軽りんご市場 副社長 石戸谷 繁 ○ 

チャレンジャー りんご生産者 鹿内 憲一  

チャレンジャー りんご生産者 森山 聡彦  

チャレンジャー りんご生産者 成田 晃  

チャレンジャー りんご生産者 東 正貴  

チャレンジャー りんご生産者 西村 春貴  

チャレンジャー りんご生産者 桜庭 政春  

チャレンジャー りんご生産者 齋藤 寿  

ＪＡつがる弘前 りんご部長 對馬 郁夫  

ＪＡ津軽みらい 青果部長 工藤 尚人  

ＪＡごしょつがる 課長 新谷 馨  

青森県りんご協会  齋藤 隆房  

青森県りんご協会  千葉 一輝  

青森県りんご対策協議会 会長 加川 雅人 ○ 

青森県りんご対策協議会 副会長 西澤 幸清 ○ 

青森県りんご対策協議会 専務理事 丹代 金一 ○ 

青森県りんご対策協議会 常務理事 三上 道廣 ○ 

青森県りんご対策協議会 事務局長 高澤 至 ○ 

青森県りんご対策協議会 事務局 太田 優 ○ 

青森県りんご対策協議会 ミスりんご 平沼 日菜子 ○他 2 名 

青森県りんご輸出協会 理事長 太田 一民 ○ 

青森県りんご輸出協会 会員 吉田 悦子 ○ 

青森県りんご輸出協会 事務局長 深澤 守 ○ 

合 計  ３３名 ２０名 

通訳 運盈商事社長 鈴木 明達 

出席者数 情報交換会 ６３名（通訳含む） 

     懇親会   ５０名（通訳･ミス３名含む） 


